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登録リスト（該当：15件）
  ≪  1  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 上田紬]	上田紬	長野県の上田市、飯田市、松本市、岡山市、駒ケ根市周辺などで生産されている絹織物の総称を「信州紬」という。
信州紬の種類として上田紬、飯田紬、伊那紬、松本紬の四種類ある。上田市の上田紬とは江戸時代に信州紬の中で最も有名だった紬の着物である。昔は愛染系の縞柄が基調の着物だったため、「上田縞」とも呼ばれていた。特徴として縞と格子柄で丈夫でしなやかな風合いである。
この上田紬の織りを体験できる場所として「織りの休日俱楽部」がある。そこではストールが作れる。一ヵ月に一回と開催日が少なく、参加費も一万二千円と高めではある。
このような体験は上田市に限らず、他の地域でも行われていることが分かった。
上田紬についてもう少し詳しく調べてみた。
生糸に適さない屑繭を真綿にし、 真綿からつむいだ紬糸	2024-01-23
	2	[image: 米の節約！勝利の一歩(『西塩田時報』第１９８号１項)]	米の節約！勝利の一歩(『西塩田時報』第１９８号１項)	日中戦争時、東京などの都市だけでなく、地方でも節米運動が行なわれていたことが分かる記事である。白米ではなく、麺類や七分づき米、雑穀米を代用として食べるように書かれている。戦時中、栄養不足にならないために栄養豊富である雑穀米などを食べていたのだと考えていたが、日本の物資不足も要因の一つであったことが分かった。
また、「勝利への第一歩」という言葉から、国民の戦争意欲を高めようとしていることがうかがえる。戦時中という時代背景を強く実感できる記事のタイトルだと感じた。

▼この記事は以下から参照できます。
#879 『西塩田時報』第198号(1940年5月1日)1頁	2022-12-23
	3	[image: 蚕影社]	蚕影社	上田の最初の町の成型として考えられるのが蚕影社であり、神畑にあるこの社は28か所あるとされている神社の一つである。この神社群は養蚕の神を奉り、蚕の安定を図るために作られた。そのような経過を経て、上田地方では養蚕の拡大に伴い各地で養蚕振興が盛んになったことがうかがえる。また、神社は古代における村や集落の中心であったため、昔から現在にかけてまで、蚕は街づくりの基盤となっていたと考えることができる。	2022-11-30
	4	[image: 上田の蚕業について③]	上田の蚕業について③	上田の蚕業について記された記録には、工女の消費活動についても以下のような記述があります。

工場の休日は日頃の長時間労働から解放された工女にとっては楽しいひとときで、小間物屋に寄って化粧品や小物を求めたり、呉服屋で普段着を買ったりしました。おやつの鯛焼きは工女に人気があり、休日や工場の開業前になると店先に行列ができるほどでした。(中略)常田館などのような大きな工場になると、呉服屋や小間物屋などが出張して郷里へのお土産を売りました。(「上田市誌　近現代編(２)　蚕都上田の栄光」135、136ページ上田市誌編さん委員会　平成15年3月1日信毎書籍印刷株式会社より)

既婚でもなく、子どもでもない、大人の労働者である工女たちの消費行動は羽振りが良いように感じられます。加えて、結婚前に、経済力と自由がある	2022-11-28
	5	[image: 土佐神社]	土佐神社	2022/02/27

高知県、土佐一宮　土佐神社へ。
ここ、土佐神社は１５７０年に長宗我部元親により再建されてる神社。国の重要文化財にも指定されている。

私は旅行に行くと調べることが２つある。
１つ目は山。その場所で有名な山を調べることは山好きあるある。
２つ目に寺社仏閣と教会。一見、寺社仏閣と教会は反対のように見えるかもしれない。しかし、私がこれらが好きなのは”時には人の心のよりどころ””時には願う場所”と人を惹きつけるという所になんともいえぬ魅力を感じているから。


実はこの土佐神社には個人的なエピソードがある。
マイサイトでも投稿したが５月に北海道に行ったときのこと。
私がいつも通り、御朱印帳に日記を書いているとCAさんに「御朱印やられているんですか？」と声をかけていただいた。御朱印帳	2022-11-22
	6	[image: 上田城　二の丸跡の歴史物③ 真田石]	上田城　二の丸跡の歴史物③ 真田石	　大手の石垣に巨石を用いる例は多く、城主はその権威を示すために、大きさを競ったという。真田石は、真田信之が松代に移封を命じられた際に、父の形見として持っていこうとしたが、微動だにしなかったという伝承がある。現在ある石垣は仙石忠政が造ったものであるが、真田石に寄せる人々の敬愛の情がうかがえる伝承である。
https://kojodan.jp/castle/60/memo/1938.html

10月21日15時頃にフィールドワークしました。東虎口櫓門を抜けるとすぐ横に大きな石垣があり、説明看板のようなものが石垣の前に設置されていました。そして気になり調べてみると、なんと、石の大きさで権威を示すということを知りました。実際に見てみると本当に大きくて、真田の権威の大きさを実感することができました。	2022-10-27
	7	[image: 老中としての松平忠固]	老中としての松平忠固	出典：横浜美術館「コレクション紹介」https://yokohama.art.museum/collection/collection.html
　
　忠固は、すでに日米和親条約の頃から閣内で交易通商論を唱えており、ペリーとの条約交渉の当初から交易通商を条約に含めようとしていた。そこに立ちふさがったのが徳川御三家の水戸の前藩主で、尊王攘夷思想の震源徳川斉昭である。日米和親条約調印の翌年、斉昭によって失脚に追い込まれたもののハリスとの通商条約交渉に際して忠固は老中に復帰し、井伊直弼の調印には勅許を必要とするとの訴えを押し切って調印を断行した。その後責任を負い失脚した。
　以上の老中としての行動からは、忠固の信念強さがうかがえる。	2022-02-08
	8	[image: 華龍飯店]	華龍飯店	　上田市上田原にある中国四川料理の「華龍飯店」。安い値段で大盛りが評判と聞いてはいたが、今回が初めての来店でとても楽しみにしていた。

　私は「炒飯と唐揚げ1個ランチ」を注文。注文の品が届き驚愕したのが、炒飯の量と唐揚げの大きさである。炒飯は食べても全然減らず、半分食べてやっと多店舗の一人前という印象を受けた。また、唐揚げは自分の拳と同じくらいの大きさで、これだけでも満足感が得られた。

　来店される方はお腹を空かせていかないと痛い目を見るので注意してほしい。

　最後に、メニューを見ていると「カエルの唐揚げ」があり挑戦するのにかなりの勇気がいるなと思った。	2021-12-21
	9	[image: 民主政府は総選挙で（『西塩田時報[戦後]』第4号(1947年4月20日)1頁）]	民主政府は総選挙で（『西塩田時報[戦後]』第4号(1947年4月20日)1頁）	この記事には、戦後の当時の選挙に対するとてもあつい雰囲気がうかがえる。「私たちが幸福になるためによく考える」という点は今でも変わらないものだ。

▼この記事は以下から参照できます
#985 『西塩田時報[戦後]』第4号(1947年4月20日)1頁	2021-12-15
	10	[image: 家庭メモ（『西塩田時報』第73号（1953年10月5日）4頁]	家庭メモ（『西塩田時報』第73号（1953年10月5日）4頁	当時の法務省民事局参事官平賀健太氏が講義を行った「戸籍」についての記事である。

戸籍の話から住民票や選挙権、戦没者の身分証明に至るまで、戸籍の重要性を講義している。

戸籍の届け出が正確ではなかった当時の様子がうかがえる内容である。

▼この記事は以下から参照できます。
#318 『西塩田時報』第73号(1929年12月1日)4頁	2021-12-15
	11	[image: 戸籍の話（『西塩田時報』第73号（1953年10月5日）4頁]	戸籍の話（『西塩田時報』第73号（1953年10月5日）4頁	当時の法務省民事局参事官平賀健太氏が講義を行った「戸籍」についての記事である。

戸籍の話から住民票や選挙権、戦没者の身分証明に至るまで、戸籍の重要性を講義している。

戸籍の届け出が正確ではなかった当時の様子がうかがえる内容である。

▼この記事は以下から参照できます。
#318 『西塩田時報』第73号(1929年12月1日)4頁	2021-12-15
	12	[image: 岳の湯温泉へ]	岳の湯温泉へ	上田側から美術館へ向かえる県道62号美ヶ原公園沖線から一本南の道で、岳の湯温泉につながる道の始まりの場所である。
ここからいよいよ山道に入っていく。
この先のトンネルを抜けて右折すれば、温泉まで一本道。	2021-11-11
	13	[image: 上田城跡公園]	上田城跡公園	徳川家康が上杉氏に対抗するために築城した。その後上杉に奪われ増築されている。真田氏が第一次上田合戦時、徳川の軍を撃退。現在残っているモノは江戸時代に再建されたモノらしい。堀は深く出入り口も限られているため、責めるのはとても苦労したことがうかがえる。自然豊かで、落ち着いているため観光目的でも休憩目的でも立ち寄る価値は十分あると思う。	2021-05-05
	14	[image: 長野市台風19号災害ボランティア]	長野市台風19号災害ボランティア	私は新型コロナウイルスによる影響から、第2期災害ボランティア活動に7月から10月までの期間で月に1回参加している。台風19号による堤防の決壊から大きな浸水被害を受けた現地の様子や災害ボランティアの活動についてまとめていく。
多くの住宅では建築物の再建や住宅内の整備などが済んでいるが、10月12日で1年が経過した現在でも住宅内の泥出しや、浸水した家具や家電などを2階から住宅外に運ぶ作業などをしてきた。また浸水した住宅の内部の様子や住宅の2メートル近くの浸水した跡から、当時の浸水の被害が大きかったことがうかがえる。現地の方と話すことで片付けが遅れてしまった背景には、連日の大雨警報などによりボランティアが中止になってしまうこと、新型コロナウイルスの影響からボランティアに参加したくても県内の長野市内の	2020-10-26
	15	[image: 坂道シリーズ①]	坂道シリーズ①	お気に入りの坂。自転車での買い物帰りは必ずここを下る。夏は夏色を頭に流す。夜だと星が割ときれいに見える。カエルの声がした。	2020-05-26
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